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１　問題と目的
　学校生活において、学習や生活やコミュニケーショ
ンの面で困難さを抱える発達障害や知的障害の児童
は、教師の指示理解困難、集中力や持続力の乏しさ、
ワーキング・メモリの難しさなどの特性から、常に
「できにくさ」を抱えて生活している。特に学習の場
面では、「どうやったらいいかわからない」「やろうと
思うけどできない」と困っている児童が多く存在して
いる。このような負の経験を積み重ねていくうちに、
「できにくさ」が「できない」になり「つまずき」の
原因になってしまう。
　発達障害や知的障害の児童に対する学習支援は、教
師がその子の特性をよく理解し、その子に合った方法
やその子のペースに合わせた学習内容を工夫し、理解
させることが大切であると考える。そして、教師が
有効な手立てを与えることによって、児童に「でき
た」「できそうだ」という実感を持たせることができ
れば、学習意欲を高めることが期待できる。学習意欲
が高まると、学習活動への参加が増え、先生や友達に
認められたり褒められたりする経験が増え、自ら挑戦
したり、それを達成したりするようになる。このような
経験を積み重ねることで「学習が楽しい」と感じること
ができるようになり、よい循環が生じると考えられる。
　教師が一人ひとりの児童の特性を適切に捉える方法
には、心理検査や発達検査、行動観察がある。たしか
に標準化された心理検査や発達検査では、児童の認知
特性や発達段階を客観的に捉えることが可能となる。
しかし、生活場面や学習場面に準拠させて児童の特性
を捉えるには、心理検査や発達検査の結果のみでは十
分ではない。一方で、行動観察によって、児童の特性
を捉えるためには単に行動できたかどうかを観察する
だけではなく、分析的に観察することが必要となる。
生活場面や学習場面での行動や学習において、何がで
きて何ができないかの把握やつまずきや成功の要因を
分析的に捉え、目標設定や適切な支援方法につなげる
ことが必要である。
　分析的な行動観察の１つの方法として、課題分析が
あげられる。課題分析とは、遂行が求められる複雑な
スキルを教授できるより小さな単位に分解し、課題を
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効果的に完了させるために必要な行動順序を確定する
手法である（クーパー，J.O.ら，2013）。そして、よ
り小さな単位としての行動の各行程において、対象児
者がどの行程ができて、どの行程ができないかを明ら
かにしたうえで、目標設定と支援方法を設定すること
になる。
　渡部・山本・小林（1990）は、２名の発達障害児を
対象として、買物スキルを形成するため、現実場面で
の買物スキルの課題分析を行い、それを基にして模擬
場面やスーパーマーケットでの指導と効果検証を行っ
ている。その結果、社会的な行動が十分確立していな
い自閉症児においても大型スーパーマーケットでの買
物スキルを形成することが可能になった。
　福永・大久保・井上（2005）は、自閉症生徒１名を
対象に、携帯電話使用の指導においてミュレーション
場面で指導した携帯電話スキルが、日常場面で利用可
能となる指導方法の検討を行った。その際、課題分析
によって携帯電話スキルに必要とされ行動要素を明ら
かにし、その行動要素において対象生徒が誤反応・無
反応を示した場合に予め定めた支援によってスキルの
遂行を促した。
　このような先行研究では、対象児者一人ひとりの日
常生活スキルに対する課題分析に基づく支援方法の有
効性が示されているが、教科学習を中心とした学習課
題において課題分析に基づいた支援方法の検討は見受
けられない。日常生活スキルなどに対しては、課題分
析によって行動の行程として細分化できるが、教科学
習を中心とした学習課題においては、単に行動の行程
のみを分析することでは対象児の学習における状況を
分析的に捉えることができず支援につながりにくいた
めと考えられる。
　一方で、熊谷（2015）は、算数障害は認知能力のア
ンバランスさによって起こるとし、例えば、数詞を覚
えることができるようになるには、聴覚認知能力や聴
覚的短期記憶などが主に必要であり、数字を覚えるこ
とができるようになるには、視覚認知能力や視覚的短
期記憶などが主に必要であるとしている。
　このように教科学習のつまずきにおいて、認知の特
性に基づいた捉えがなされてきているが、全般的な捉
えであり、学習場面や学習課題そのものでのつまずき
と特性を捉え、一人ひとりに合わせた学習支援に結び
付けていく必要がある。
　そこで、本研究では、対象児の教科学習における学
習状況の特性を把握し、適切な目標設定と支援方法の
設定に基づいた指導を可能にするために、課題分析に
基づいた実態把握に加え、課題分析による行程に対応
した学習課題確認表による実態把握に基づく支援方法
が有効であるかについて実践を通して検証することを
目的とする。
２　方法
（１）対象児、指導場所・期間、指導者
　対象児（Ａ児）は指導開始時小学校２年女子、Ｂ市
立Ｃ小学校特別支援学級（知的障害学級）に在籍して
いた。同学級において201X年９月～201X＋１年３月
の期間で23回（週１回50分）の個別指導を行った。指
導者はＤ大学へ長期研修生として研修に出向いていた
第１筆者であった。
（２）Ａ児の事前のアセスメント
①学校生活全般：学級担任からの表１のような情報を
得た。
表１　Ａ児における学校生活全般の様子
・手先が不器用であり、文字を書くことが苦手である。
・語彙が少ない。言葉の認知が弱い。友達との関係では、
言葉で気持ちを伝えることができないため、突然友達
の頭を叩いたり怒鳴ったりすることがある。
・周囲の刺激を受けやすく、学習に集中できないことが
多い。静かな環境ならば落ち着いて学習できる。
・授業で理解できない課題があると固まってしまい学習
が滞ってしまうことがあった。気持ちが不安定な時に
は、プリントを破いたり壁にものを投げつけたりする
こともある。
（２年２学期になって、特にその行動が顕著に表れるよ
うになった。）
②算数の学習における様子：学級担任から、また第１
筆者による観察によって表２のような情報を得た。
表２　Ａ児における算数の学習の様子
・数の概念が十分でない。
・記憶することが苦手である（答えを求められても、解
答欄に書き入れる前に忘れてしまう。）。
・３＋２の簡単な計算も指を使い、数えたしをして答え
を求める。
・文章題では問題の意味理解が困難である。
・空間位置関係の感覚が弱い。
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③Ａ児の計算プレテスト
　指導前にＡ児に対して、１年生の内容の算数プレテ
ストを実施した。その際の様子は表３の通りであった。
表３　Ａ児における算数プレテストの様子
・「絵を見て、物の数（10までの数）を答える問題」指で絵
を指し、数を唱えながら正しく数えることができた。
数字の９を書くときに、書き始めの位置に戸惑ってし
まい、答えの９を書くまでに時間がかかった。
・「数の系列を考え、□を埋める問題」10までの数でも、
１ずつ増える数列や１ずつ減る数列の問題がわからな
かったため、指導者が順番に並んでいる数字カードを
提示した。Ａ児は指を指しながら数の系列を確認し、
□に入る数字を答えることができた。
・「10までの数の大小を答える問題」一つ一つの問題に時
間がかかったが、自力で問題を解くことができた。「７・
４」の問題で、４に○をつけたので、「これでいいか
な？」と指導者が声を掛けたことで、間違えに気付き、
自分で答えを書き直すことができた。
・「１桁＋１桁の計算問題」くり上がりのないたし算の問
題は、時間がかかったが、指導者が手や言葉を添えな
がら、指で数え足しをして答えを求めることができた。
くり上がりのあるたし算は、Ａ児の集中が切れてしま
い、実施することができなかった。
・プレテストを実施した日が月曜日であったこと、Ａ児
は体調不良で先週１週間学校を休んでいたこともあ
り、普段より学習に集中することができない様子だっ
た。後日、改めてくり上がりのある１桁のたし算の問
題を解かせてみた。９＋５の問題では、「大きい数は９、
９をあたまにおいて、ゆびで５。（あたまをさして）９．
10．11．12．13．14」と数えたしで答えを求めていた。
（３）指導の流れ
①課題分析表を用いたアセスメント
　Ａ児が１桁＋１桁の繰り上がりのあるたし算を解答
することを想定し、一連の過程を13項目によって課題
分析表を作成した（表４）。次に課題分析表を基にＡ
児における計算の様子を観察し、課題分析表の項目ご
とに○（実施できた）または×（実施できなかった）
を記入した。これを基にして、Ａ児が今できているこ
とは何か、課題は何かを把握することによって、それ
に応じた学習支援を構築することとした。
　また、設定した課題分析表の各項目が実施でき、繰
り上がりのあるたし算を習得するために必要な学習段
階をステップⅠ～Ⅴ（①～⑨の下位項目）として、表
５のように設定した。なお、このステップに対応する
課題分析表の項目については、各項目の右側にステッ
プⅠ～Ⅴを明記した（表４右欄参照）。
表４　１桁＋１桁の繰り上がりあるたし算課題分析表
〈問題〉かだんに黄色い花が８本、赤い花が５本さいてい
ます。あわせてなん本さいていますか。
項　　目
○
×
ステップ
① 問題を読んで、足し算の式になることが
わかる。
○
② 「８＋５＝　」の式をノートに書く。 ○
③ ８と５を比べて、大きいのはどちらかが
わかる。
×
※
Ⅰ
④ ５の右側に、さくらんぼを書く。５を分
解することがわかる。
× Ⅱ
⑤ ８はあといくつで10になるかわかる。 × Ⅲ
⑥ ２を記憶して上のさくらんぼに２と書く。 × Ⅱ
⑦ ５は２と３に分解できることがわかる。 × Ⅱ
⑧ さくらんぼのもう一方に３と書く。 × Ⅱ
⑨ ８と２をたして10にする。 × Ⅲ
⑩ 10と３をたして13にする。 × Ⅳ
⑪ 答えが13とわかる。 ○ Ⅴ
⑫ 「８＋５＝13」と書く。
⑬ 「こたえ　13こ」と書く。
※この項目においては○であったが、プレテストでは数の
大小比較で間違えていたので×とした。
表５　繰り上がりのあるたし算を習得するために
必要な学習段階
ステップⅠ ①数の基礎概念　②集合数　③順序数
ステップⅡ ④数の分解　⑤数の合成
ステップⅢ ⑥５のかたまり　⑦10の補数
ステップⅣ ⑧10より大きい数
ステップⅤ ⑨繰り上がりのあるたし算
②学習課題確認表を用いたアセスメント
　繰り上がりのあるたし算を習得するために必要な学
習段階としてのステップⅠ～Ⅴ（①～⑨の下位項目）
に対応させて学習課題習得状況を確認するための表を
作成した（表６～14の上部〈学習課題確認表〉）。な
お、学習課題の習得の有無を指導者が見取る際に、児
童に取り組ませる学習内容を各項目の下欄に示した。
この表を用いることによって、現在の児童の習得段階
を的確に把握することができ、必要な支援が明らかに
なると考えた。
　次にＡ児において課題分析表の項目で×（実施でき
なかった）の項目については、この学習課題確認表に
よって、学習段階における習得の有無を確認した。つ
まずきがなく学習内容を理解していると判断すること
ができた場合にはＡ、つまずきがあるため支援を行っ
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た場合にはＢ、継続して支援をする必要がある場合に
はＣと記入した。
③支援表に基づく支援
　②学習課題確認表においてつまずきが明らかになっ
た場合、それに対応する支援内容を支援表として作成
した（表６～14の下部〈支援表〉）。③支援表では、具
体的な支援方法を示しており、指導者はＡ児の学習習
得状況に合った方法を選択して学習課題を身に付くよ
う支援することとした。Ａ児に対する支援では、１回
でできた場合には１回目の欄に○、できなかった場合
には△、さらに支援を行ったことでできた場合には２
回目の欄に○、継続した支援が必要な場合には２回目
の欄に△を記入した。
④指導場面の観察と考察
　毎時間の計算学習の様子（Ａ児の学習への取り組
み、反応、つまずき等）を記述的に記録した。また、
毎回の記録を基にＡ児のつまずいた原因を探り次時の
学習課題と支援方法を設定した。
⑤学習場面の状態におけるアセスメント
　算数の学習状況のみならず、意欲や感情の乱れなど
学習場面に臨む状態を記述的に記録した。毎回の記録
を基に次時の学習支援方法を設定した。
表６　ステップⅠ　①数の基礎概念における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア ものを認識し、弁別することができる。 Ａ
○ドーナツとのりまきを提示し、仲間分けをすることができる。
イ 同じもの同士の集合づくりができる。 Ａ
○四角と三角の積み木や赤と黄色の積み木を提示し、同じ形同士、同じ色同士で仲間分けをすることが
できる。
ウ １対１の対応により、同等・多少がわかる。 Ｂ
○のりまきとお皿を提示し、どちらが多いか比べることができる。
エ 数の保存性を理解する。 Ｂ
○箱の上段に並べたのりまきと同じ数だけドーナツを置き、のりまきとドーナツが同じ数であることを
理解する。
ステップⅠ　①数の基礎概念における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア ものを認識し、弁別することができる。 １回目 ２回目
★子どもの自由な発想をふくらませながら、同じ仲間と違う仲間を意識することができるよう
にし、指導者と一緒に仲間分けをする。
★具体物を入れる箱を用意し、同じ物は同じ箱に入れられるよう支援する。
イ 同じ物同士の集合作りができる。 １回目 ２回目
★具体物を操作して、いろいろな観点や条件から集合作りができるように支援する。
　・同じ物同士の集合作り　・食べ物と乗り物の集合作り
　・同じ色同士の集合作り
ウ １対１の対応により、同等多少がわかる。 １回目 ２回目
★対応づけやすい２つの集合を用いて、それぞれを直接的に１対１に対応させ、「数が同じ」「数
が多い」「数が少ない」というように、数の大きさに着目した集合の見方ができるように支援
する。
・のりまきとおさら　・コップとストロー　・ドーナツとフォーク等
○
★上下に仕切られた箱に一つずつ対応させながら置いていくことで、数の多少が一目でわかる
ように支援する。
・くるまとでんしゃの数を上下の箱の中に置いて数を比べると、数の比較がしやすいことに気
づけるよう支援する。
★上下に仕切られた箱を用いて、いろいろな物の数を比べられるよう支援する。 ○
エ 数の保存性を理解する。 １回目 ２回目
★机の上に数種類の具体物を置き、同じ数のものを探す。探せたら箱に並べ、数が同じかを確
かめる。数は数えた対象の具体物の性質には関係ないことに気づけるよう支援する。
○
★プリント学習で習熟を図るよう支援する（様々な動物やものが描かれている絵から、同じ数
の動物やものを選んで、その数字を答える）。
○
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表７　ステップⅠ　②集合数における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア ものの集まりと対応して、数詞がわかる。 Ａ
○テーブルの上にあるドーナツの数を数える。
イ ものの集まりや数詞と対応して、数字がわかる。 Ａ
○のりまきの数を数字カードで表す。
ウ 個数を数えることができる。 Ａ
○教室にあるものの個数を数える。
ステップⅠ　②集合数における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア ものの集まりと対応して、数詞がわかる。 １回目 ２回目
★具体物を用いてそれぞれの数を１、２、３……と声に出して数える。
　指導者も一緒に指さしをして数える。
★教室の中にあるものを声に出して数えられるよう支援する。
・蛍光灯の数　・扇風機の数　・机の数　・テレビの数
★絵カードを用いて、ものの数を数えられるよう支援する（具体物から絵カードへ移行）。
イ ものの集まりや数詞と対応して、数字がわかる。 １回目 ２回目
★以下のような絵カード、数字カードを用いたいろいろな活動をすることで、数詞、数唱、数
字を対応できるよう支援する。
　・数字カードカルタをする。（読み手の言った数字カードをとる。）
　・絵カードをひく→数を数える。→数字カードを見つける。
　・数字カードをひく→数を唱える。→絵カードを見つける。
★プリント学習で習熟を図るよう支援する。
ウ 個数を数える。 １回目 ２回目
★お店屋さんごっこをして「のりまきを４つください。」「おせんべいを５こください。」等お客の
注文に応えて、楽しみながら数を数える体験をする。
★具体物を机に並べ、「４つある物はどれ？」「１つの物はどれ？」と問いかけ、わかったら箱に
置けるよう支援する。箱に置くことで、数を把握できるよう支援する。
★４種類の絵カードを用いて、同じ数の数字カードを探すゲームをする。
表８　ステップⅠ　③順序数における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア ５までの数系列を理解する。 Ｂ
○具体物の集合（１こ～５こ）と算数ブロック、数図カードを１対１で対応できる（算数ブロック・数図
カードの導入）。
イ 10までの数系列を理解する。 Ｂ
○具体物（６こ～10こ）と数図カードを１対１で対応できる。
○絵カード、数図カード、数字カードを対応できる。
ウ 数系列における０を理解する。 Ａ
○玉入れゲームをする。玉は１人３個で、１つ入ったらブロックを１つ置く。１つも入らなかったこと
を０と表すことがわかる。
エ 20までの数系列を理解する。 Ｃ
○順唱、逆唱などで20までの数を数えることができる。
ステップⅠ　③順序数における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア ５までの数系列を理解する。 １回目 ２回目
★具体物の集合（１こ～５こ）と算数ブロック、数図カードを１対１で対応できるよう支援する。
具体物、算数ブロック、数図カードの置く位置を示し、活動の場を整理し、わかりやすくする。
○
★カードを入れる箱を用意し、同じ数の絵カード、数図カード、数字カードを対応できるよう
支援する。
・絵カード、数図カード、数字カードを一緒にして、１枚ずつめくりながら、同じ数のカード
を同じ箱に入れるゲームをする。
△ ○※１
イ 10までの数系列を理解する。 １回目 ２回目
★具体物の集合（６こ～10こ）と算数ブロック、数図カードを１対１で対応できるよう支援する。 ○※２
★絵カード、数図カード、数字カードを対応させ、１～10の数の構成を理解できるよう支援する。
・絵カード、数図カード、数字カードを一緒にして、１枚ずつめくりながら、同じ数のカード
を同じ箱に入れるゲームをする。
○※２
★プリント学習で習熟を図る。 ○
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ウ 数系列における０を理解する。 １回目 ２回目
★３人で３個のドーナツを１つずつ食べると、お皿の中のドーナツは０になることを体験を通
して理解できるよう支援する。
★プリント学習で習熟を図るよう支援する。
エ 20までの数系列を理解する。 １回目 ２回目
★１から20までの数字カードを順番に並べられるよう支援する。 ○
★並べた数字カードを指をさしながら、20までの数を順唱や逆唱などいろいろな方法で唱えら
れるよう支援する。
△ △※３
　※１…４、５の絵カード、数図カードの読み間違えがあったので、４と５のカードのみを取り出し、２択で答えさせた。
　※２…６以上の数は、正しく数えることはできたが、１ずつ数えるため時間がかかってしまい、活動を十分に行うことができなかっ
た。（Ａ児の意欲が持続しなかった。）
　※３…逆唱や交互唱などは、数字を指しながら唱えることはできているが、時間がかかってしまった。流暢に唱えることができる
ようになるために日常的に遊びながら数を唱える経験を積むことが大切。（→数直線を作り、教室や家庭に掲示してもらう。）
表９　ステップⅡ　④数の分解における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア 具体物を操作して、「２は１と１」「３は１と２」「４は２と２、１と３」「５は１と４」に分けられることが
わかる。
Ａ
○２個～５個のドーナツを２人で分けたら、いくつといくつになるかがわかる。
イ ブロックを用いて、２、３、４、５の数を分解することができる。 Ｂ
○２個～５個のブロックを２つに分けたら、いくつといくつになるかがわかり、プリントに数を記入する。
ウ おはじきを用いたゲームを行い、５までの数の分解について理解する。 Ｂ
○２個～５個のおはじきを右手と左手に分けて持ち、いくつといくつに分かれているかを当てるゲーム
をする。
ステップⅡ　④数の分解における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア 具体物を操作して５までの数を分解することができる。 １回目 ２回目
★お皿を用意し、実際に取り分けられるよう支援する。
★２つのお皿に分けたドーナツの数を数えて、数字と対応できるよう支援する。
★５個のドーナツを２人で分けるときは１個と４個、２個と３個、３個と２個、４個と１個に
分けられる、と声に出して唱えられるよう支援する。
イ ブロックを用いて、２、３、４、５の数を分解することができる。 １回目 ２回目
★「２は１と１にわけられる」「３は２と１にわけられる」と声に出しながらブロックを操作でき
るよう支援する（言葉を書いて示しておく）。
○
★ブロックの操作をしながら、プリントに記入する手順がわかるまで、指導者が見本を示す。
また、色を付けたりブロックを置くためスペースを空けたりしてブロックが操作しやすいプ
リントを工夫する。
△※４ ○
ウ おはじき等を用いたゲームを行い、５までの数の分解を理解する。 １回目 ２回目
★玉入れゲームをする。持っていた玉が、かごに入った玉と入らなかった玉に分かれることを
理解し、得点を書くことができるよう支援する。
△※５ ○
★表が赤、裏が青のおはじきを振り、赤が何個で青が何個になるかを当てるゲームをする。
★プリント学習で習熟を図るよう支援する。
　※４…指導者がやり方の見本を示した後、やり方が分かると自分で問題を解くことができた。
　※５…新しい課題に慣れるまでに時間がかかってしまった。活動を繰り返し、パターン化することで、自分から活動に取り組むこ
とができた。
表10　ステップⅡ　⑤数の合成における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア 具体物を操作して「１と１で２」「２と１で３」「２と２で４」「１と３で４」になることがわかる。 Ａ
○２枚のお皿にあるのりまきを合わせると何個になるかわかる。
イ ブロックを用いて、５までの数を合成することができる。 Ａ
○ブロックを操作して、５までの数の合成をプリントに記入することができる。
ウ おはじきやさいころを用いたゲームを行い、５までの数の合成について理解する。 Ａ
○右手と左手に持ったおはじきが合わせていくつになるかを当てるゲームをする。
ステップⅡ　⑤数の合成における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア 具体物を操作して５までの数を合成することができる。 １回目 ２回目
★赤と青の２つのお皿を準備し、２つのお皿を合わせたときは黒いお皿に置くことができるよ
う支援する。プリントも３色で統一する。
★１と４で５、２と３で５、３と２で５、４と１で５、と声に出して唱えることができるよう
支援する。
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イ ブロックを用いて、５までの数を合成することができる。 １回目 ２回目
★算数ブロックを操作する手順がわかりやすくなるよう、言葉や文でやり方を示す。プリント
は、お皿の色と同様、数字を記入する枠も赤、青、黒に統一する。
★手順が身につくまで、指導者が繰り返し見本を示し、ブロックを動かす練習を支援する。
ウ おはじき等を用いたゲームを行い、５までの数の合成について理解する。 １回目 ２回目
★両手に持ったおはじきを見せ、あわせていくつになるかを当てるゲームをし、Ａ児と問題を
出し合う。
★プリント学習で習熟を図るよう支援する。
表11　ステップⅢ　⑥５のかたまりにおける〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア ５のかたまりづくりをする。 Ａ
○ばらばらになっているのりまきを５個のまとまりにすることで、数えやすくなることに気づく。
イ ５を基本にしてみると、６は５と１、７は５と２、８は５と３、９は５と４であることがわかる。 Ｂ
○６は５と□、７は５と□、８は５と□、９は５と□の答えがわかる。
ウ 10は５のかたまりが２つであることがわかる。 Ｃ
○10は５と□の答えがわかる。
ステップⅢ　⑥５のかたまりにおける〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア ５のかたまりづくりをする。 １回目 ２回目
★右手（左手）の指の数は５本であることから、５というかたまりを意識させる。
イ ５を基本にしてみると、６は５と１、７は５と２、８は５と３、９は５と４であることがわかる。 １回目 ２回目
★数字表をヒントにしながら、指数字を作ることで５といくつであることに気づけるよう支援
する。
○
★数字表をヒントにしながら、ドットカードを並べることで、５のまとまりといくつであるこ
とを理解できるよう支援する。
○
ウ 10は５が２つであることがわかる。 １回目 ２回目
★数字表をヒントにしながら、指数字を作ることで５といくつであることに気づけるよう支援
する。
○
★数字表をヒントにしながら、ドットカードを並べることで、５のまとまりといくつであるこ
とを理解できるよう支援する。
○
★指数字で瞬時に10を作る練習をする。（６、７、８、９も同様に） △ △※６
　※６…数字表がないと指数字を出すことができなかった。数字表を見なくても瞬時に指数字が出せることが必要であると考え、指
導に使用した数字表をコピーして、学級に掲示してもらう。
表12　ステップⅢ　⑦10の補数における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア 10の補数を２種類のドットカードで作り、左の数が１増えると右の数は１減るというきまりがわかる。 Ａ
○10の補数になるように並べてある２色のドットカードを見て、右左が階段のようになっていることに
気づく。
イ ドットカードを操作して、10がいくつといくつに分けられているかを理解する。 Ｂ
○並べられたドットカードを見ながら「10は□と□」と言葉で言うことができる。
ウ 10の構成を順序よく整理し、数の組み合わせを表にまとめることができる。 Ｂ
○プリントを解くことができる。
エ 10の補数を理解する。 Ｂ
○「10は□と□」が、念頭で反射的に答えることができる。
ステップⅢ　⑦10の補数における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア 10個のブロックを用いて、左の数が１増えると右の数は１減るというきまりに気づく。 １回目 ２回目
★１から10までのドットカードを並べることで、１ずつ増えたり減ったりすることを視覚で確
認する。
★色の違うドットカードを用いることで、色がどのように並んでいるか気づけるよう支援する。
イ ドットカードを操作して、10がいくつといくつに分けられているか理解する。 １回目 ２回目
★１から10のドットカードと色の違うドットカードを10になるように並べることを支援する。
自分で作ることによって、どのような並び方をしているかに気づけるよう支援する。
○
★10の補数表を見本にして考えさせる。その時、見るポイントが絞れるように横１列の枠にく
り抜いたシートを用意する。さらに、「10は□と□」と提示しておき、言葉に出して言えるよ
うに支援する。
○
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ウ 10の構成を順序よく整理し、数の組み合わせをまとめる。 １回目 ２回目
★数字とドットカードが記されているマットを、１と９、２と８…の組み合わせになるように
つなぎ合わせる。できたらマットを足で踏みながら、森のくまさんの替え歌「10をつくろう」
を歌う。繰り返し歌って覚えることができるよう支援する。
○
★10の補数表を見本にして、プリントを解くことができるよう支援する。 △※７ ○
エ 10の補数を理解する。 １回目 ２回目
★歌「10をつくろう」を口ずさみながら、10の補数プリント⑧に取り組むことを支援する。 ○
★10をつくろうゲームをする（１から９の数字カードを２枚組み合わせて10をつくる）。 △※８ ○
　※７…「２と８」を「２と１」と間違ってしまった。
　※８…10をつくろうゲームは神経衰弱の方法でやってみたが、Ａ児には少し難しい内容だったので、２回目は、２枚の数字カード
を持って10になるか・ならないかを答えるゲームに変えた。
表13　ステップⅣ　⑧10より大きい数における〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア 20までの数を数え、数詞を唱えることができる。 Ａ
○20個のおはじきを指で動かしながら数を数えることができる。
イ 「10のまとまりと３」等、算数ブロックで表した数を「13」と読んだり書いたりすることができる。 Ａ
○十の位と一の位に色分けされた表を用い、ブロックで表した13を読むことができる。
ウ 「10と３」という考え方を用いて、「13」を算数ブロックで並べることができる。 Ａ
○位取り表に10と３のドットカード用いて「13」と並べることができる。
エ 10より大きい数の構成を理解する。 Ａ
○プリントにより、習得の有無を確認する。
ステップⅣ　⑧10より大きい数における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア 20までの数を数え、数詞を唱えることができる。 １回目 ２回目
★20個ののりまきを隣のお皿に移しながら、指導者も一緒に数を数える。
★ばらばらになっている１から20の数字カードを並び替えながら、数字を読むことができるよ
う支援する。
イ 「10のまとまりと３」等、算数ブロックで表した数を「13」と読んだり書いたりすることができる。 １回目 ２回目
★位取り表に１、２、３と１つずつ増やしながらブロックを並べ数を読ませる。10になったと
きは、ドットカードを十の位に移動させ、十の位が１と一の位が０になって10になることを
理解できるよう支援する。
★位取り表に並べられた11から20のドットカードを読んだり、書いたりする練習問題に取り組
むことができるよう支援する。
ウ 「10と３」という考え方を用いて、「13」を算数ブロックで並べることができる。 １回目 ２回目
★位取り表に１、２、３と１つずつ増やしながらドットカードを並べさせる。自分で操作する
ことによって、13は「10のまとまりと３」であることを理解できるよう支援する。
★20までの数をドットカードで表す練習問題に取り組むことができるよう支援する。
エ 10より大きい数の構成を理解する。 １回目 ２回目
★「10と３で13」「10と７で17」等、声に出して数える練習をする。
★位取り表にドットカードを置く、置いたドットカードの数字を読む等、操作しながら数える
活動を支援する。
表14　ステップⅤ　⑨繰り上がりのある加法計算〈学習課題確認表〉
上段＝学習課題　下段＝○学習内容 ABC
ア ９＋３の計算を算数ブロックを操作して答えを導く。 Ｃ
○手順カードを見ながら算数ブロックを操作し、答えを導くことができる。
イ ８＋５の計算を算数ブロックを操作して答えを導く。 Ｃ
○手順カードを見ながら算数ブロックを操作し、答えを導くことができる。
ウ 筆算で８＋５の計算を解く。 Ｃ
○手順カードを見ながら、筆算で８＋５の問題を解くことができる。
エ ８＋５の計算を自力解決する。 Ｃ
○８＋５の問題を自立解決することができる。
ステップⅤ　⑨繰り上がりのある加法計算における〈支援表〉
上段＝学習課題　下段＝★具体的な支援内容
ア ９＋３の計算を算数ブロックを操作して答えを導く。 １回目 ２回目
★計算盤の使い方を理解させるため、指導者が見本を示す。 ○
★同じ計算を繰り返し操作して、計算の手順になれるよう支援する。 △ △※９
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３　指導の実際と結果および考察
　課題分析表と学習課題確認表によるアセスメントに
よって児童のたし算における習得段階を的確に把握
し、支援表における支援内容を参考にして毎回の指導
における必要な学習内容と支援が設定しながら指導を
実施した。
　Ａ児に対して９月から合計22回の指導を行った。Ａ
児は明るくおしゃべりな性格であり、指導者ともすぐ
に打ち解けることができた。できるようになりたい、
自分で（自分の力で）やりたいという思いを強く持っ
ている児童であった。しかし、学習内容が理解できな
いときや自分にとって苦手な活動になると、表情が硬
くなり学習意欲が低下してしまう一面も持ち合わせて
いた。指導中、Ａ児のたし算の学習状況や表情の変化
など学習場面の状態をアセスメントすることで、学習
内容や支援のあり方を修正しながら指導を行ってきた。
　指導を進める中で捉えることができたＡ児の学習状
況と具体的なＡ児の姿、ならびに、それらの様子を考
慮して行った支援と支援後のＡ児の変容は以下の通り
であった。
（１）たし算の学習状況に対する支援とＡ児の変容
　指導開始時には繰り上がりのあるたし算の計算を数え
足しによって答えを求めているＡ児であった。課題分析
を行いＡ児の学習状況を把握しながら指導を進めていく
中で、数概念の理解が不十分であることに気づくこと
ができた。Ａ児は入学時から知的学級在籍であった
が、本人や保護者の希望で１年２学期までは普通学級
で学習をしていた。そのため、算数の初歩の段階であ
る数についての理解が不十分なまま、２年生になる現
在まできてしまったと考えられた。Ａ児との指導で
は、様々な具体物を用いて、実際の生活に結びつけて
数の感覚を身につけることができるように考慮した。
①数概念理解
　数概念理解における支援方法として、いろいろな具
体物を使って、仲間分け、数の比較をすることから始
めた。数の比較では《あまったほうがおおい》《ぴっ
たりはおなじ》というキーワードを与えた。また、数
を指数字で表す練習をし、数字表（図１）を作成し
普段から目に触れられるよう教室に掲示した。その
結果、数をまとまりとして捉えることができるように
なった。ドットカード（図２）を用いて、１から10の
図２　ドットカード
図１　数字表
イ ８＋５の計算を算数ブロックを操作して答えを導く。 １回目 ２回目
★計算の手順を理解させるため、指導者が見本を示す。 ○
★同じ計算を繰り返し操作して、計算の手順になれるよう支援する。 ○※10
★指導者が操作の手順を言語化することで、手順カードを見なくても算数ブロックを操作して
答えを導くことができるように支援する。
○
ウ 筆算で８＋５の計算を解く。 １回目 ２回目
★計算の手順を理解させるため、指導者が見本を示す。 ○
★数字が薄く書かれたプリントを用いて、筆算の計算の手順を理解できるよう支援する。 ○
エ ８＋５の計算を自力解決する。 １回目 ２回目
★手順表、算数ブロック、計算板などを用いて、学習したことを振り返るよう支援する。 ○
★つまずいている箇所を把握し、前に戻って復習するよう支援する。 △ ○※11
　※９…手順カードを見ずに操作してしまうため間違えが多くなり、定着するまでに時間がかかってしまった。
　※10…９＋３の操作手順が定着したため、８＋５はスムーズに操作することができた。
　※11…ヒントがあれば、苦手とする筆算プリントにも嫌がらず取り組むことができた。
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数を読んだり表したりできるようになった。「８は５
と３」というように指数字が瞬時に表せることができ
るようになったことが、Ａ児の数量感覚を一気に拡げ
たと考える。
②数の分解
　数の分解においては、身体を動かし、ゲーム的要素
を取り入れ、さらに黒板に得点を書く楽しさが持てる
ような玉入れゲームにＡ児は興味を持った。また、数
図カードの数字を瞬時に読み取るゲームをしたり、
指定した数字をドットカードで並べるゲームなどをし
て、楽しみながら数量感覚が身に付くよう支援をした。
　プリント学習では数の分解がなかなか定着しなかっ
たＡ児だが、体を動かしたりゲーム感覚で取り組めた
りする活動には意欲的だった。楽しみながら、自然に
数量感覚や数の分解・合成を理解することができた。
③10の補数
　10の補数においては、１から10までの２種類のドット
カードを合わせて10になるように並べる活動に好んで取
り組むことができた。Ａ児は几帳面な性格で、２種類
のドットカードをきれいに並べることが楽しかったよ
うである。また、「10の補数マット」（図３）マットを作
成し、マットを並べたりマットの上をジャンプしたり
して、身体を動かしながら10の補数の理解を深めた。
　さらに「10をつくろう」という替え歌を作成し、そ
れを用いて10の補数を覚える活動をした。歌が好きなＡ
児にとっては有効な方法
であり、教室でも口ずさ
んでいたと担任から聞い
た。指導中も「♪　９／
１　８／２……」と歌い
ながら解答を見つける様
子が見られた。
　10の補数の学習を初め
た頃は、補数表（図４）
を見ながらであったが、
「♪10を作ろう」の歌詞を覚えると、歌を歌い　なが
ら補数を探す様子が見られた。最後には、ヒントが無
くても瞬時に補数が言えるようになった。その力が、
繰り上がりのあるたし算で大いに役立ったと考えられ
る。
④繰り上がりのあるたし算
　繰り上がりのあるたし算の計算の手順を計算板と算
数ブロックを用いて学習させた。「指導者が見本を示
す。→写真の手順カード（図５）を見ながら。→行程
を短い言葉でまとめた手順表を見ながら。→指導者の
合いの手言葉を入れながら。→何も見ないで。」このよ
うな段階を踏み、Ａ児ができるようになったら次の段
階へ、というようにスモールステップで学習を進めた。
　操作手順が定着するまで６時間を要したが、スモール
ステップで学習を積み上げたことで、Ａ児が「できるよ
うになってきた」を実感しながら、学習を積み上げる
ことができた。そして、最終的にはヒントが無くても
操作することができるようになり、繰り上がりのある
たし算の計算手順を確実に身に付けることができた。
（２）学習場面の状態に対する支援とＡ児の変容
①学習場面に取り組む気持ち作り
　Ａ児は一人でやりたい、わかるようになりたい、と
いう気持ちは強く持っている。その反面、学習内容が
難しいときや分からないときには意欲が低下し、表情
が硬くなったり姿勢が崩れたりしてしまうことがあっ
た。特にプリント学習になると意欲が低下してしまう
ことがあった。
　そのため指導全体を通して学習場面では次のような
かかわりを行った。指導を始める前に最近の出来事な図４　10の補数表
図５　繰り上がりのある足し算手順カード
図３　10の補数マット
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どをおしゃべりする時間を設け、Ａ児の気持ちを理解
した。また、本時の学習のスケジュールと学習が終
わったらやりたいことを決めておくことで、頑張れば
楽しいことが待っているという見通しを持たせてから
学習に取り組ませるようにした。鉛筆の代わりにホワ
イトボードやサインペンを用いて学習する場面を設定
した。筆算プリントも、Ａ４版の用紙に１問のみと大
きく作成して、書く抵抗を減らした。また、Ａ児は自
分でやりたいという気持ちが強いので、指導者の言葉
掛けは「ここを見てごらん。」とヒントや見本を柔ら
かく示すようにした。Ａ児に「自分の力でできた。わ
かった。」と思える瞬間を作ってあげるよう心がけた。
　その結果、指導を開始した頃は、やりたくないこと
や苦手な学習になると、全くやる気を無くしてしまっ
ていたＡ児であったが、指導を進めていくうちに、ど
んな課題にも最後まで取り組んだり気持ちを切り替え
てその後の学習に取り組んだりできるようになった。
②指示や教材における情報入力への支援
　たくさんの情報の中から必要な情報を選択して注意
を向けることや注意を必要な所に切り替えることの難
しさを抱えていることがわかった。また指示の内容を
聞き漏らしたり、一つの単語のみに反応してしまっ
たりして、間違えた解釈をしてしまうことがあった。
さらに、指導者が話をしているときにＡ児の視線が
話し手側を向かないことも多々あり、耳からの情報は
キャッチしにくいことが推測された。
　そこで、大事な内容を聞き漏らさないように、指示
はゆっくり、短い言葉で伝えるように心がけた。ま
た、課題やポイントになるヒントなどは、文字に書い
て提示するようにした。10の補数表を用いて学習した
ときには、必要な部分のみが見られるよう枠を切り抜
いたシートを作成し、余分な情報を遮断させた。繰り
上がりのあるたし算で使用した手順カードは、１つの
操作ごとに１枚のカードをめくる形にし、余分な情報
が入らないよう考慮した。さらに、ポイントになる部
分を色で囲んだり矢印を付けたりして焦点化させた。
　指導者が周囲の環境を整えたり、余分な情報を与え
ないような手立てを行ったりしたことで、Ａ児が学習
に取り組むための基本的な環境が設定できたと考えら
れる。
③衝動的な反応や思考への支援
　学習中、Ａ児は「はやくできたでしょ。すごい？」
という発言をすることが何度かあり、早いことを良し
とする価値観を持っていることがわかった。また、手
順を追った丁寧な思考を通さずに答えてしまうので、
些細なミスが多くなってしまうことから、パッと見た
瞬間に判断してしまう傾向が強いことがわかった。
　そこで、慌てて答えを出そうとする時には「よく
見てね。」「ゆっくりやると間違わないよ。」という言
葉掛けをするように意識した。また、指導者が「あ
れ？」「ん？」と言いながら首をかしげる仕草をする
ことによって、Ａ児が自分で考え直すことができる間
を与えるようにした。
　また、答えの見直しをしたり、じっくり考えたりし
たことによって解答できたときは、指導者は意識して
大きなリアクションで誉めるようにした。その時、
「じっくり考えたからできたんだね。」「見直しをして
えらかったね。」と言葉を添え、Ａ児が自分の行動を
振り返ることができるようにした。
　指導を通して、じっくり考えずに衝動的に判断して
しまう傾向はまだ見られるが、指導者の言葉掛けを聞
くことで、一度止まって考えることができるように
なった。Ａ児は、間違えたくない気持ちは強く持って
いるので、ゆっくり考えると間違わない、という実感
は持てたと感じる。
④柔軟な対応・修正することのへの支援
　Ａ児は思考や行動を状況に応じて柔軟に処理するこ
とが難しい傾向があった。新しい学習内容に入る時や
新しいやり方を覚える時、柔軟に対応することが苦手
で慣れるまでに時間がかかることがあった。数の分解
の指導を振り返ったときに、Ａ児は様々なやり方で指
導するよりも、１つのやり方を繰り返し続けていくほ
うが学習内容が定着することに気づくことができた。
　また、間違えを指摘されると敏感に反応してしま
い、学習意欲が低下してしまうことから、修正するこ
との困難さを持っていると考えた。
　そこで、繰り上がりのあるたし算の操作を理解する
学習の時には、毎時間同じ手順カードを用いて、同じ
計算の答えを求める課題に繰り返し取り組ませた。手
順を覚えることは、Ａ児にとって難しい課題であった
と思うが、毎回同じ課題であったことで、混乱するこ
と無く学習できたように感じる。
　修正することの困難さに対しては、間違えがないよ
うに取り組める支援を行った。10の補数の学習時は、
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ヒントになる10の補数表や答えを近くに用意しておい
た。繰り上がりのあるたし算の筆算では、指導者が見
本になって一緒に計算を進めたり、薄く数字が書いて
あるプリントを準備しておいたりした。さらに、どの
方法で筆算プリントに取り組みたいかをＡ児に選択さ
せた。間違わないためのヒントや手本を準備しておい
たことで、Ａ児は少しずつ落ち着いて学習に取り組め
るようになった。
⑤学習内容の記憶・定着への支援
　Ａ児は前時の学習を記憶しておき本時の学習に生か
すことが難しく、一つの学習が定着するまでに時間が
かかることが分かった。
　そのため本時の学習に入る前に、前時の学習を振り
返る時間を設定した。その際、歌詞カード、見本の
表、前回と同じ活動など、前時までの学習内容を思い
出すことができるように手立てを準備しておいた。振
り返りによって前時の学習内容につまずきが見られた
場合には、前時の内容を定着させるための指導内容に
切り替えた。
　また、学習した内容がエピソードとして残るよう
に、具体物を操作したり体を動かしたりする活動をた
くさん取り入れた。手順カードをヒントにして何度も
繰り返し操作をしたことによって、頭よりも体で覚え
ることができた。体で覚えたことは、次時の指導でも
忘れないことが多かった。また、一度では覚えられな
かったことも、二度三度と繰り返し学習する間に徐々
に理解できるようになった。具体物を操作したり体を
動かしたり歌を歌ったりして覚えたことは記憶に残り
やすく、学習方法として効果があったと考える。しか
し、数の分解では、算数ブロックとプリントでの学習
が中心であったため、記憶に残りにくく、定着に時間
がかかってしまったと考える。
４　まとめ
　本研究では、繰り上がりのあるたし算を指導するに
あたって、課題分析に基づいた実態把握に加え、課題
分析による行程に対応した学習課題確認表による実態
把握に基づく支援方法を検討した。
　課題分析において、繰り上がりのある計算を行うに
あたっての工程を洗い出し、その行程にそって対象児
の遂行の有無を確認することを通して、繰り上がりの
ある計算の行程で何ができて、できないのかが明らか
になった。さらに、学習課題確認表において細分化さ
れた課題が明確になったことで、子どもの学習状況を
捉える視点も明確になった。そのことによって、何を
教えたら良いのか、教える内容が具体的になり、子ど
もの実態に適した具体的な目標をスモールステップと
して設定することができた。課題分析に基づく支援方
法の先行研究（例えば、渡部・山本・小林，1990　福
永・大久保・井上，2005）では、日常生活スキルの獲
得研究が多く見られるなか、本研究においては教科学
習を中心とした学習課題においてもその有効性が確認
されたと考えられる。
　教科学習を中心とした学習課題において学習が成立
した要因としては、単に学習内容が理解できたかでき
ないかだけでなく、また単に行動の行程のみを分析す
るだけでなく、対象児の学習における状況を分析的
に捉えることが有効であったと考える。それは熊谷
（2015）が指摘するように認知能力のアンバランスさ
を捉えるだけに留まらず、つまずきの原因を学習状況
から捉え、どのような支援をすればできるようになる
のかを考え、支援の方法や教材の工夫を行ったことが
有効であったと考える。このことによって、対象児が
「できた」「わかった」を実感しながら、学習を積み重
ねることにつながったと考える。
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